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	交代して退く競技者が10秒の制限時間を超えたために、交代要員が（フィールドへ）入ることが遅れ
	た場合、交代の手続きは、交代して退く競技者が競技のフィールドを離れた時に完了したものとみな
	す。したがって、
	 交代して退く競技者が、退場となる反則を行った場合、
	o 競技のフィールドを離れる前であれば、その競技者は退場となり、交代して退くことも、その競
	技者を他の競技者と変更することも認められない。
	o 競技のフィールドを離れたあとであれば、その競技者は退場となるが、交代要員は1分間経過後
	（フィールドに）入ることができる。
	 交代要員が、退場となる反則を行った場合、
	o 交代して退く競技者がフィールドを離れる前であれば、その交代要員は退場となり、他の交代
	要員が（残っている場合）１分間経過後入ることができる。
	o 交代して退く競技者がフィールドを離れてしまったあとは、その交代要員は退場となり、他の競
	技者と変更することは認められない。
	 交代して退くゴールキーパーが10秒の制限を超えた場合、交代要員のゴールキーパーが入ることは遅らせない（第3条においてそれぞれのチームはゴールキーパーを1人おくことを要件としているため）が、交代して退くゴールキーパーはプレーの再開を遅らせたとして警告を受ける（イエローカード）。
	実施手順は、実際に負傷した、または負傷の疑いがあることが理由でプレーが停止されることとなっ
	た、あるいは負傷の程度の判断や治療を競技のフィールド上で受けた競技者が、プレーが再開され
	たあと1分間競技のフィールドを離れていることを求めている。ただし、次の場合を除く。
	 競技者が、
	o 負傷の診断は必要ないと答えたとき。ただし、プレーがその負傷により停止された場合を除く。
	o プレー中または、プレーの停止中にプレーの再開を遅らせないよう、自ら競技のフィールドを離
	れるとき
	 競技者が、フィールド上で治療を受けることが第5条により認められる、以下のような負傷があった。
	o ゴールキーパーが負傷した。
	o ゴールキーパーとフィールドプレーヤーが衝突し、対応が必要になった。
	o 同じチームの競技者が衝突し、対応が必要になった。
	o 重篤な負傷が発生した。特に頭部の負傷（例　脳振盪）、心臓に関わる問題、または生命を脅すよ
	うな症状（例　痙攣、窒息など）。
	o 相手競技者が警告される、または退場を命じられるような体を用いた反則（例えば、無謀な、
	または著しく不正なファウルとなるチャレンジ）の結果として競技者が負傷した。
	o ペナルティーキックが与えられ、負傷した競技者がキッカーとなった。
	競技会の主催者は、出血がある場合や頭部の負傷が疑われ直ちにプレーが停止されたが、負傷が重症ではなく診断や治療のいずれも必要でないことが明らかになった、または診断や治療が素早く完了した場合、それでも競技者は競技のフィールドを離れなければならないが、プレーが再開されたあと1分間待たずに主審が復帰する許可を与えることができるかどうかについて決定することができる。
	負傷した競技者が診断、または治療を受け、その後交代して退く場合、交代要員が入ることは遅らせない。
	2つ目のイエローカード（警告）でないイエローカードは、警告によって罰せられたその反則を行った競技者を特定するためだけにレビューできるものであり、反則そのものをレビューする、または変更できるものではない。
	FIFAワールドカップ2026™期間中、シミュレーションに対処するために、人間違いの条項を適用したことが好意的に受け止められたため、回状第32号で発表されたVAR実施手順の詳細な検証に含まれることとなる。しかしながら、検証に結論が出るまでは、そのような用い方をすることはできない。
	この試行における実施手順は、戦術的なゴールキーパーの負傷に対抗しようとするものである。特定の状況を除き、ゴールキーパーがフィールド上で負傷の診断や治療を必要とする、またはゴールキーパーが実際に負傷する、もしくは負傷の疑いがあるためにプレーが停止された場合、フィールドプレーヤーが1人、１分間フィールドを離れなければならない。
	この試行実施手順は、そもそもFIFAワールドカップ2026™で用いられたものであり、VAR実施手順のもと、レビューできる判定および事象に新たなカテゴリーとして追加された。それにより、コーナーキックや攻撃の場面でのフリーキックからボールがインプレーになる前に、攻撃側チームの競技者が反則を行い、それがゴール、結果的にペナルティーキックとなる反則、あるいは得点や決定的な得点の機会を阻止する、もしくは大きなチャンスとなる攻撃を阻止または妨害することで結果的に（２つ目の警告を受けて）退場となる場合に、VAR...
	はじめに
	 フィールドプレーヤーは、以下のいずれか１つ、またはそれ以上の出来事が起きたあと、プレーが
	再開されてから1分間は競技のフィールドを離れていなければならない。
	o ゴールキーパーが実際に負傷する、または負傷の疑いがあることでプレーが停止される。
	o 主審がメディカルスタッフに競技のフィールドに入るよう合図をした。
	o 主審がゴールキーパーにフィールド上での負傷の診断が必要かを聞き、ゴールキーパーがそれを求めた。
	 競技のフィールド外にとどまる１分間は、プレーが再開されたときに始まる。
	 その１分間は時計を止めずに計測され、主審によって決定される。主審は、その他の審判員により
	援助を受けることもできる。
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